
DX・デジタル技術活用推進事業

品川区「DX・デジタル技術活用推進事業」では、区内中小企業の皆様が自社のDX推進における“ありたい姿”を
描くため、DX・デジタル活用に取り組む企業の現場を訪問する工場見学会を開催します。
今回は、金属切削加工・精密機械加工を手がける株式会社武井製作所様を訪問し、生産管理システム、電子帳票、
BIツール、品質管理システム、動画マニュアル、グループウェア等を活用した現場改善の取組みを学びます。
現場での情報共有、業務の標準化、社内への定着、改善活動を継続する社内風土づくりなど、中小企業がDXを進
めるうえで参考となる実践的な内容をご紹介いただきます。ぜひご参加ください。

実際に見て学ぶ！
IT・IoT活用で実現する製造業DX工場見学会   　　

2026年11月27日（金）

https://shinagawa-dx-digital.com/event_list/dx_tour2026/
下記URLからお申込みください。

品川区内に本社もしくは
事業所を有する中小企業に
ご所属の方

見学先

開催日

申込方法

対象

16名定員

参加費
無料

経済産業省「地域未来牽引企業」の
選定企業への工場見学会を実施します！

集合時間 ： 午後12：45　集合場所：大井町駅周辺
※貸し切りバスで移動します。
※集合場所の詳細は申込者の方へ別途ご連絡いたします。

◆主催：品川区　◆担当：地域産業振興課  中小企業支援担当（経営支援担当）　◆企画運営：株式会社キャンパスクリエイト（電気通信大学TLO）

品川区 DX・デジタル技術活用推進事業 検索 品川区DX・デジタル技術活用推進事業HP内にあります、
イベント情報ページよりお申込みいただけます。

詳細・申込みは
こちら▼

2026

企業概要
資本金：　1,300万円
従業員数：　26名
代表者：　代表取締役　武井　哲郎 氏

事業概要
金属切削加工、精密機械加工、NC旋盤・複合旋
盤加工、転造、研磨等を手がける製造業。商用
車や建設機械部品分野等において、高精度な
機械加工に取り組まれています。

受賞・認定歴
2007年：　ISO9001/14001 統合認証取得
2015年：　松戸市優良企業大賞、優秀賞受賞
2020年：　経済産業省　地域未来牽引企業選定

現場の見える化、帳票の電子化、品質情報の管理、作業ノウハウの動画化など、
製造現場に根差したデジタル活用を進める工場を見学できます！

株式会社 武井製作所 様
（本社・工場）〒270-2221　千葉県松戸市紙敷1567番地

※先着順となります。



株式会社武井製作所様のDX・デジタル活用の取り組み

タイムスケジュール

【お問い合わせ】株式会社キャンパスクリエイト オープンイノベーション推進部　TEL:042-490-5728　　：open-innovation@campuscreate.com

※当日は、交通状況によってスケジュールに変更が生じる可能性があります。予めご了承ください。

12：45 大井町駅周辺集合

18：00（予定） 大井町駅到着、解散

14：20～15：25

15：25～16：40 工場見学と質疑応答

※集合場所の詳細は申込者の方へ別途ご連絡いたします。
※１２：４５に出発できるよう、お集まりください。

お取組み紹介

お取組みのポイント
武井製作所様は、生産管理システム、電子帳票、BIツール等を活用し、設備稼働
状況や進捗の見える化、帳票の電子化、品質情報の管理、現場での情報共有を
推進されています。また、動画マニュアル等を活用することで、作業ノウハウの共
有や標準化にも取り組まれています。
デジタルツールを導入するだけでなく、現場で使いやすい形にし、社員を巻き
込みながら改善活動を継続されている点が、大きな特徴です。

 見える化・標準化・情報共有で、現場に根付くDX推進！ 

DX推進・デジタル活用に力を入れ始めたきっかけ

株式会社武井製作所様　訪問

株式会社武井製作所　代表取締役　武井　哲郎 氏

『現場に根付くIT活用・DX推進の工夫』
株式会社武井製作所様が取り組まれてきた、生産管理、設備稼働状況の見える化、
ペーパーレス化、ノウハウ継承等について、導入の背景や運用上の工夫、現場への定
着に向けた取組みをお話しいただきます。中小企業がDXを進めるうえで参考となる、
現場に根差した実践の事例をご紹介いただきます。

社内への浸透・定着や、改善活動
を続ける社内風土づくりの観点か
らも、製造業をはじめとする区内中
小企業様に参考となる内容です！

▲iPadを持ちながら稼働監視画面を確認する様子

▲設備の稼働状況を見える化するパトライト信号灯

「DXって何から始めたらよい？」「誰が旗を振るの？」
「どのようにしたら上手く運用できる？」
「ペーパーレスっていうけど、却って煩わしくない？
紙の方が気軽で誰でも扱えるけど？」
「社長から設備の稼働率を把握したいと言われている…『忙しい、
比較的余裕がある』といった現場の感覚はあるものの、数字で提
示するにはどうしたらよい？」
「永年、会社全体の流れを見ていた方がそろそろ引退をする。そ
の手法をどうやって後世に伝える？」
上記のような悩み、課題、大なり小なりあるはずです。当社も同じで
す。結果一つ一つ解決し現在に至り、日々進化させています。そんな
過去からの経緯やリアルな現状を体験いただけたらと存じます。代表取締役　武井　哲郎 氏


